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３学期のキーワードは「感謝」
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校是 ｢琢磨｣ 知徳ヲ切磋琢磨シテ有⽤ノ材タレ

つながる心 かがやく笑顔 未来を紡ぐたくまっ子

新年明けましておめでとうございます。平成３１

年、西暦２０１９年の時が静かに刻みはじめました。

新年を迎え、今こうして全員で３学期のスタートが切

れることをうれしく思います。

皆さんも知っているとおり、今春４月１日には新元

号が公表され、５月１日には新元号による新しい時

代がやってきます。大戦を経験し、貧しさから逃れる

ために物の豊かさを追求してきた「昭和」を経て、

「物」から「こと」や「心」の豊かさに新しい価値観を見

出す「平成」へと時代は進んできましたが、近年私た

ちの心を深く傷つけてきたものは数々の自然災害で

あり、２０１１年の東日本大震災でなかったかと思い

ます。私たちは、そこで「助け合って生きる」という尊

い知恵を学びました。これからの普遍の宝として新し

い時代へ大切に引き継がれるものと思います。

さて、今年の干支は１２番目のイノシシ年。日本に

は、昔から「猪突猛進」という言葉がありますが、脇

目もふらず、全速力で突き進むイノシシの勇ましい姿

から、「勇敢さ」や「一途さ」を連想するように、２０１９

年が、迷いなく、目標に向かって一直線に突き進む

飛躍の年になればと思っています。 「一年の計は

元旦にあり」と言います。１年のスタートにあたり、皆さ

ん一人一人が、今年１年かけて頑張りたい目標を一

つでいいですから、しっかりに胸に刻み、平成最後の

年の第一歩を歩み出してほしいと願っています。

話は変わりますが、『総仕上げ』の学期、そして「進

級・卒業」の学期と位置づけられる３学期、特に皆さ

んに意識して頑張ってほしいことを一つだけお話しま

す。

それは、全員が「感謝の心」を持って学校生活を

充実させていきたいということです。１，２年生には

「ありがとうの心」と言えば分りやすいかもしれません。

６年生にとっては、あっという間に過ぎ去ってしまう

４８日間となることでしょう。友と切磋琢磨しながら学

んだ教室、思いっきり駆け回ったグラウンドや体育

館、下級生の面倒を見ながら楽しく遊んだ日常の一

つ一つが、大切な大切な思い出となっていきます。と

同時に、クラスの仲間や下級生、先生方への感謝

の気持ちが膨らんでいくはずです。私は、人というも

のは、感謝の気持ちを持った時、大きく成長できると

考えています。そして、「感謝の心」にこそ、新たな自

分に出会えるエネルギーがあるとも感じています。ど

うぞ、「感謝」する心を大事にして，卒業に向けて、た

だひたすら自らを鍛え、磨いてほしいと思います。

１年生から５年生にとっても、次の学年に進級する

ための大切な準備の学期です。思えば、皆さんは、

いつも６年生の姿を手本に生活してきました。児童

会の縦割り活動や運動会のような大きな行事がある

たびに、たくさんのことを教えてもらいながら今日の始

業式を迎えています。そう考えると、６年生には、感

謝しても感謝しきれないものがたくさんあるのではな

いでしょうか。

今度は、いよいよ５年生が中心となって新しい荒

砥小学校の伝統を築いていくことになるわけですか

ら、１年生から５年生まで全員が６年生への感謝の

気持ちを忘れずに、安心して任せてもらえるような３

学期にしていきましょう。

３月はすぐにやって来ます。進級・卒業を迎えた

日に、この体育館、そして校舎いっぱいに皆さんの笑

顔が広がることを心から期待して、３学期はじめのお

話とします。

（３学期始業式より）



８日（火）に全校書き初めを行い、冬休みに課題とし

て取り組んだ硬筆や毛筆の作品づくりに取り組みまし

た。

文字を芸術として捉えるのは、漢字文化を持ってい

る日本や中国ぐらいですが、昔から字の上手な人は尊

敬されました。ですから、上手な字が書けるようにとい

う願いを込めて、年の初めに「書き初め」をして書の神

様に供える習慣ができあがったといわれています。

子ども達の願いが天に届き、輝ける飛躍の年となる

よう願っています。

１／ １４（月） ●成人の日

１７（木） ５，６年スキー

２３（水） １，２年スキー

２４（木） ３，４年スキー

２５（金） ６年蔵王スキー

２８（月） ５年スキー

２９（火） ３，４年スキー

３０（水） １，２年スキー

全校漢字テスト

２／ １（金） １日入学

４（月）～気をつけていってらっしゃい週間

５（火） 白Ｐ三役会 ＰＴＡ執行部会

１１（月） ●建国記念の日

１３（水） 授業参観日 移杖式

No TV, No Game Day

17 （日） 町スキー大会

いじめ防止標語コンクール

優 秀 １ 年 あおき るか

◆目と心 コミュニケーションで つなぎます◆

優 秀 ６ 年 穂積 英虎

◆悪口は 見えない刃物 心をえぐる◆

「べにたかるた」応募コンクール

優 秀 ６ 年 梅津 尋
◆いいだごでな～ やっぱい白鷹弁は いいべな～

採 用 １ 年 須貝 光我

伊藤 瀬七

３ 年 橋本秋夕美

竹田 莉桜

４ 年 大山 紗希

５ 年 田宮 悠羽

５ 年 須貝 悠羽

【敬称略】

１月～2月の予定

子ども達が挑戦した作品は以下の通りです。

【 1 年生】 硬筆 「お正月」

【２年生】 〃 （手本文章を清書しました。）

【３年生】 毛筆 「もちつき」

【４年生】 〃 「山里の春」

【５年生】 〃 「春待つ心」

【６年生】 〃 「強い決意」


